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本 山 美 彦



















英求 ･伊豆久 ･横山史生 訳,『国際通貨没落過程の政治学-ポンドとイギ1)スの政策-』三嶺書
房,1989年｡以下の本文中では,括弧内に邦訳のページ数を入れている｡
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する必要がない｡ 発行国が, 経済的に卓越した地位にあり続け, 他国からの




























スーザン･ストレンジの国際通貨論 (1) (323) ll
多くは,各国が同じ強さの意欲をもつと前提してしまったという誤りを冒して






















































































































































































































































































































































































･G･ド-ズ (ChArlesDawes) とオーエン･D･ヤング (OwenYoung)
の主導下で行なわれたことは,その象徴であった｡ノーマンの行動は必ずベン
･ストロング (BenStrong) との相談の結果に基づくものであった｡ 1936年
の三国通貨協定は,ポンドとフランの金価値変更の可能性に備えたもりであっ
たが, ドルについてはその可能性に言及されなかった｡その意味においてこの
協定は,後のスワップ協定の先駆けとなったことの重要性とともに, ドルの優
位性を確定する役割をはたしたのである｡ こうして, ポンドは次第に最高通貨
の地位から支配通貨,さらには交渉通貨の地位に転落して行くことになる｡し
かし,肝腎のイギリス通貨当局はこの政治的意味に気づくことにやはり遅れて
しまい, イギリス国民経済に不必要な負担をかけることになる｡ ストレンジは
こうしてポンド･ブロックの政治的意味あいの分析に入って行く｡
